
1
0
0
万
人
を
超
え
る 

「
多
重
債
務
者
」

　

複
数
の
貸
金
業
者（
消
費
者
金
融
な

ど
）や
ク
レ
ジ
ッ
ト
業
者
、
ヤ
ミ
金
な

ど
か
ら
の
借
金
を
返
済
で
き
ず
に
困
っ

て
い
る
人
を
指
す「
多
重
債
務
者
」。
返

済
の
た
め
の
借
金
を
繰
り
返
し
、
解
決

で
き
ず
に
泥
沼
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま

う
︱
こ
う
し
た「
多
重
債
務
者
」は
、
長

引
く
不
況
や
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
り

年
々
増
加
し
、
昨
年
4
月
に
は
2
0
0

万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

返
し
て
も
返
し
て
も
増
え
続
け
る
借

金
や
連
日
に
及
ぶ
厳
し
い
取
り
立
て

は
、
債
務
者
の
人
生
を
破
滅
さ
せ
、
時

に
は
死
を
も
選
ば
せ
ま
す
。

　

平
成
19
年
4
月
、
国
・
自
治
体
・
関

係
団
体
で
は
、
多
重
債
務
ト
ラ
ブ
ル
へ

の
対
策
と
し
て「
多
重
債
務
問
題
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定
。
①
相
談
窓
口

の
整
備
・
強
化
②
顔
の
見
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
し
付
け
の
提
供（
生
活

資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
）③
学
校
で
の

金
融
経
済
教
育
の
強
化
④
ヤ
ミ
金
撲
滅

に
向
け
た
取
り
締
ま
り
の
強
化
、
の
4

つ
を
軸
と
し
て
、
多
重
債
務
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
1
0
0
万
人

を
超
え
る
多
重
債
務
に
苦
し
ん
で
い
る

人
が
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
対
応

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
借
金
を
返
済
で
き
な
い
」「
厳
し
い
督
促
で
ま
い
っ
て
い

る
」「
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
何
と
か
し
た
い
」︱
そ
の
人
の

人
生
を
も
狂
わ
せ
る「
多
重
債
務
」は
、
近
年
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
解
決
に
向
け
た
法
改
正
を
受

け
て
、
国
で
は
多
重
債
務
者
の
救
済
・
支
援
な
ど
の
対
策

と
し
て「
多
重
債
務
者
対
策
本
部
」を
設
置
。
同
時
に
自
治

体
や
関
係
団
体
も
一
体
と
な
っ
て
多
重
債
務
者
問
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は

　
　

借
金
を
返
済
で
き
な
い
…
…

誰
に
も
知
ら
れ
ず
に

　
　
　

何
と
か
し
た
い
…
…

厳
し
い
督
促
で
ま
い
っ
て
い
る
…
…

解
決
で
き
ま
す
多
重
債
務
ト
ラ
ブ
ル
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陥
ら
な
い
た
め
に 

  

〜
ま
ず
は「
予
防
」か
ら

　

毎
月
の
収
入
の
範
囲
内
で
の
生
活
を

心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
1　

お
金
の
収
支
の
チ
ェ
ッ
ク

　

お
金
の
使
い
方
を
定
期
的
に
記
録
・

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
家
計
管
理
を

し
っ
か
り
と
し
、
必
要
な
生
活
改
善
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

日
々
の
暮
ら
し
に
必
要
な
お
金
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
備
え
の
お

金
、
教
育
や
老
後
の
た
め
の
資
金
な
ど

を
把
握
し
、
生
活
設
計
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
の
2　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

　

自
分
な
り
の
利
用
限
度
額
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。
利
用
控
え
と
明
細
書
を
照

合
す
る
、不
要
な
カ
ー
ド
は
整
理
す
る
、

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
は
し
な
い
、
な
ど
も
大

切
で
す
。

そ
の
3　

安
易
に
保
証
人
に
な
ら
な
い

　

自
己
破
産
者
の
10
人
に
1
人
は
保
証

人
に
な
っ
た
た
め
、
と
い
う
統
計
も
あ

り
ま
す
。保
証
人
を
頼
ん
で
く
る
場
合
、

既
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
公
的
窓
口

へ
の
相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
4　

借
金
の
肩
代
わ
り
を
し
な
い

　

特
に
親
子
・
兄
弟
の
場
合
、
肩
代
わ

り
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
状
態
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人
に

自
覚
を
促
す
意
味
で
も
公
的
窓
口
へ
の

相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

必
ず
解
決
で
き
る 

  

〜
専
門
家
と
の
連
携
に
よ
る
解
決

　
「
借
金
返
済
の
た
め
に
借
金
す
る
悪

循
環
」に
よ
り
金
額
が
雪
だ
る
ま
式
に

増
え
、
多
重
債
務
に
陥
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
自
転
車
操
業
に
な

る
前
に
早
め
の
相
談
が
大
切
。
病
気
と

同
じ
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

ま
ず
は
身
近
な
相
談
窓
口
へ

　

市
役
所
で
は
市
民
生
活
相
談
、
法
律

相
談
、
消
費
生
活
相
談
の
ほ
か
生
活
保

護
相
談
、
税
務
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
話
せ
る
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ヤ
ミ
金
」か
ら
借
り
て
い
る
場
合
で

も
、
ま
ず
は
相
談
で
す
。

債
務
整
理
の
方
法

　

利
息
制
限
法
に
よ
る
利
息
の
引
き
直

し
計
算
を
し
た
上
で
、
整
理
の
方
法
を

選
択
し
ま
す
。
主
な
も
の
は
、

①�

特
定
調
停
…
簡
易
裁
判
所
の
仲
介
で

調
整
を
し
な
が
ら
、
分
割
払
い
の
方

法
を
決
め
る
制
度
。
自
分
で
も
申
し

立
て
が
可
能
な
の
で
、
手
続
費
用
は

安
く
済
み
ま
す

②�

個
人
再
生
…
借
金
の
一
部
を
3
〜
5

年
間
の
分
割
で
支
払
い
、
残
り
は
免

除
し
て
も
ら
う
制
度
。
一
般
的
に
弁

護
士
・
司
法
書
士
に
依
頼
し
て
地
方

裁
判
所
に
申
し
立
て
ま
す

③�

自
己
破
産
…
地
方
裁
判
所
を
通
じ

て
、
借
金
の
返
済
を
免
れ
る
制
度
。

自
分
で
の
申
請
も
可
能
で
す
が
、
日

用
品
を
除
く
財
産
が
処
分
さ
れ
る

の
で
、
事
前
に
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う

④�

任
意
整
理
…
法
律
専
門
家
が
介
入
し

て
業
者
と
交
渉
し
、
分
割
払
い
の
方

法
を
ま
と
め
る
こ
と
。
専
門
家
へ
の

報
酬
費
用
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

①
・
②
・
③
の
申
し
立
て
方
法
に
つ

い
て
は
、
千
葉
地
方
裁
判
所
佐
倉
支

部
・
佐
倉
簡
易
裁
判
所（
☎
0
4
3
‐

4
8
4
‐
1
2
1
5
・
平
日
8
時
45
分

〜
午
後
5
時
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
相
談
窓
口

　

相
談
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
各
団

体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
法
テ
ラ
ス
千
葉（
☎
0
5
0
‐
3�

3�

8�

3
‐
5
3
8
1
・
平
日
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）

◦
千
葉
県
弁
護
士
会（
☎
0
4
3
‐

2
2
7
‐
8
5
8
1
・
平
日
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
）

◦
千
葉
県
司
法
書
士
会（
☎
0
4
3
‐

2
0
4
‐
8
3
3
3
・
平
日
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
・
土
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時
）

※ 

く
わ
し
く
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

︵
☎
23
︲
1
1
6
1
︶へ
。

20歳未満 0.00

自己破産の原因と年代

資料：日本弁護士連合会消費者問題対策委員会「2005年破産事件記録調査」

破産原因
（単位％）

破産申立者の
年代構成
（単位％）

そのほか 6.8

20歳代
12.80

30歳代
23.95

40歳代
23.87

50歳代
22.04

60歳代
14.20

70歳以上 3.05
不明 0.09

生活苦・低所得
24.5

病気・医療費
9.1

失業・転職
7.2

給料の減少 4.7事業資金 7.4

負債の返済（保証以外）12.8

保証債務・第三者の債務肩代わり
9.9

名義貸し 1.6

生活用品の購入 3.2

教育資金 3.2

冠婚葬祭 0.9

住宅購入 4.3

ギャンブル 1.3

浪費・遊興費 2.8 投資（株式、会員権、不動産など） 0.3

　県では、多重債務で困っている人を対象と

した24時間・365日体制の相談窓口を開設

しました。

　相談内容に応じて、法律専門家または生活

支援、精神的ケアを行うことのできる専門機

関を紹介します。

電話相談（予約不要）
☎043-247-0441（24時間・365日対応）

面接相談（予約制・予約は電話相談で）
日時＝毎週土・日曜日　午前9時～午後5時
会 場＝県労働者福祉センター（千葉市中央区
千葉港4-4）

※ くわしくは千葉県県民生活課（☎043-223- 

2292）へ。

「24時間・365日体制の
相談窓口」

自己破産の原因と年代

資料：日本弁護士連合会消費者問題対策委員会
「2005年破産事件記録調査」

8月1日からスタート

5 広報なりた2008.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


